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１．事後評価について

○事後評価の目的

・改善目標の達成状況の確認
・評価の公表により、事業の成果を地域住民に分かり易く示す

完成した対策施設について、

その機能が発揮されていることを

対策項目毎に確認

①汚濁負荷量の削減

②公衆衛生上の安全確保

③夾雑物の削減

対策項目

改善事業の実施 事後評価

• 適切なモニタリングデータ等に基づく必要があることから、
原則として事業完了後３年以内、かつ平成28年度までに事後
評価を実施

• 「合流式下水道緊急改善事業の事後評価に資する参考資料に
ついて（案）」を参考にして実施
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２-１．事後評価《汚濁負荷量の削減》

汚濁負荷量の削減の効果検証フロー

再計算の結果
目標未達成

１）対策施設の性能確認
・3W処理施設の除去率の確認
→モニタリング結果より

計画時と同様の対策効果が
得られたと判断 →目標達成

実際の処理能力・除去率を反映し
年間汚濁負荷量を再計算

２）対策施設の施設規模の確認
・3W処理施設の処理能力の確認
→完了図書より

OK NG（対策の見直し）

処理能力・除去率が
計画値と同じ場合

処理能力・除去率が
計画値と異なる場合

再計算の結果
目標達成
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２-１．事後評価《汚濁負荷量の削減》

3W除去率（％）

計画
モニタリング
結果より

高松浄化センター 90％ 79.2%

城北浄化センター 90％ 90.1%

南部浄化センター 90％ 87.5%

北部浄化センター 90％ 87.8%

水質モニタリング結果より
3W処理の除去率を算出

モニタリング結果より算出した
除去率にて再計算

１）対策施設の性能確認



3W処理能力（m3/日）

計画 完了図書より

高松浄化センター 300,000 239,200

城北浄化センター 162,000 162,000

南部浄化センター 76,200 76,200

北部浄化センター 71,100 71,100
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２-１．事後評価《汚濁負荷量の削減》

【変更理由】
高松浄化センター３W処理導入調査において、効率的に事業目標を達成するため、
既存施設の能力及び費用対効果の再検証を実施した結果、小規模な施設改良で目標
を達成することが確認できたため、規模を縮小

２）対策施設の施設規模の確認

変更あり

変更なし
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２-１．事後評価《汚濁負荷量の削減》

３）シミュレーション結果（年間汚濁負荷量）
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２-１．事後評価《汚濁負荷量の削減》

４）シミュレーション結果（雨天時の年間放流水質（BOD））
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自己評価
すべての処理区：年間汚濁負荷量が対策目標（ピンク）以下となっている。
→ 以上のことより、対策目標を達成していると判断
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２-２．事後評価《公衆衛生上の安全確保》

公衆衛生上の安全確保の効果検証フロー

対策施設の施設規模の確認
・堰の嵩上げ高の確認
→完了図書より

計画時と同様の対策効果が
得られたと判断 →目標達成

実際の堰高で
越流回数を再計算

計画通りの堰高 計画と異なる堰高

OK NG（対策の見直し）

再計算の結果
目標未達成

再計算の結果
目標達成
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２-２．事後評価《公衆衛生上の安全確保》

○ 対策施設の施設規模の確認

○対策吐口（全7か所）の完成図書を収集、かさ上げ高さを確認
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２-２．事後評価《公衆衛生上の安全確保》

対策
雨水吐

計画
かさ上げ高

m

完了図書より

工事年度
改修前
m

改修後
m

実際のかさ上げ高
m

高松№10 0.21 H25年度 TP＋10.40 TP＋10.61 0.21

高松№11 0.03 H24年度 TP＋12.77 TP＋12.80 0.03

城北№1 0.29 H25年度 TP＋10.84 TP＋11.13 0.29

城北№2 0.18 H25年度 TP＋9.63 TP＋9.81 0.18

南部№3 0.12 H24年度 TP＋1.26 TP＋1.38 0.12

南部№6 0.07 H24年度 TP＋0.635 TP＋0.705 0.07

南部№7 0.08 H24年度 TP＋0.607 TP＋0.687 0.08

計画かさ上げ高 ＝ 実際のかさ上げ高

全ての対策箇所で計画通りのかさ上げ高となっていることを確認

○ 対策施設の施設規模の確認
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２-２．事後評価《公衆衛生上の安全確保》

越流の様子（城北No.1吐口）

○ モニタリングの様子

自己評価
対策箇所で計画通りのかさ上げ高となっていることを確認
モニタリングにより、対策効果を確認
→ 以上のことより、対策目標を達成していると判断

観測日：2014.9.24～25
総降雨量 179.5mm
時間最大降雨量 50mm/h
降雨継続時間 22時間

越流開始時刻 2：17
越流時刻までの総降雨量 31.5mm
越流時刻の時間最大雨量 7.5mm/h
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２-３．事後評価《きょう雑物の削減》

きょう雑物の削減の効果検証フロー

１）対策施設の施設規模の確認
・施設設置状況の確認
→現地調査結果より

２）対策施設の性能確認
・きょう雑物捕捉状況の確認
→現地調査結果より

施設設置効果が表れていることを確認

数値目標はないため、対策施設が機能していることが確認できれば目標達成とする
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２-３．事後評価《きょう雑物の削減》

処理区 施設
工事実施年度

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

高松 雨水吐

№01 既存施設を活用

№02 ●

№03 ●

№04 ●

№05 ●

№06 ●

№07 ●

№08 ●

№09 ●

№10 ●

№11 ●

№12 ●

城北 雨水吐
№01 ●

№02 ●

南部

雨水吐

№01 ●

№02 ●

№03 ●

№04 ●

№05 ●

№06 ●

№07 ●

№08 ●

ポンプ場

清開 既存施設を活用

浜田 既存施設を活用

築地 既存施設を活用

北部
雨水吐 №01 ●

ポンプ場 愛染 既存施設を活用

全ての吐口で計画通り
対策施設を設置

１）対策施設の施設規模の確認
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２-３．事後評価《きょう雑物の削減》

２）対策施設の性能確認

対策後対策前

南部No.６吐口

モニタリングにてスクリーン稼働状況・きょう雑物捕捉状況を調査
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２-３．事後評価《きょう雑物の削減》

水面制御装置の様子（南部No.6吐口）

２）対策施設の性能確認

観測日：2014.10.5～6
総降雨量 428.0mm
時間最大降雨量 64.5mm/h
降雨継続時間 32時間

観測時刻 4：50
観測時刻時間最大雨量 0.5mm/h
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２-３．事後評価《きょう雑物の削減》

残飯、プラスチック製のごみ、たばこの吸い殻等の補足を確認

捕捉したきょう雑物の例
備考

遮集側 越流側

高松-1
トイレットペーパー、
割り箸、髪の毛、ビ
ニールひも、枯葉など

枯葉、木の芽、たば
この吸い殻など

スクリーンの目巾
はたばこの吸い殻
程度

高松-5 （調査なし） 枯葉、木の根など

城北-2 （調査なし）
枯葉、たばこの吸い
殻、飴の袋、若干の
髪の毛など

北部-1
油性の家庭用残飯、ト
イレットペーパー、枯
葉等

植物の葉、芽等、浮
遊性の細かい残飯

越流量が少なく、
きょう雑物の流出
も少ない

南部-1 枝、木の芽、枯葉小 ほとんどなし
流出はほとんど見
られない

北部-1 遮集側

北部-1 越流側

き
ょ
う
雑
物
調
査

２）対策施設の性能確認
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２-３．事後評価《きょう雑物の削減》

対策前（H16年度調査）と対策後（H27年度調査）の比較

高松処理区 城北処理区 南部処理区 北部処理区

対
策
前

対
策
後

２）対策施設の性能確認

自己評価
全ての吐口に対して、計画通り対策施設が設置されていることを確認
モニタリング及び補足調査により、越流するきょう雑物の量が軽減されてい
ることを確認
→ 以上のことより、対策目標を達成していると判断
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２-３．事後評価《きょう雑物の削減》
自己評価のまとめ

①汚濁負荷量の削減
３W処理導入後の実際の処理施設の除去率をモニタリング結果等より確認し、
シミュレーションにより年間汚濁負荷量を再計算
→すべての処理区において、目標である分流式下水道並以下となった。

②公衆衛生上の安全確保

現場の堰高の確認

→対策箇所で計画通りの堰のかさ上げ高となっていた。
モニタリングにより越流状況を確認
→対策効果の発現状況が確認された。

③きょう雑物の削減
スクリーン等の対策施設の設置状況を確認
→全ての吐口に対して、計画通り対策施設が設置されていた。
きょう雑物の捕捉状況を確認
→越流するきょう雑物の量が軽減されていた。

全ての対策項目で目標を達成
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３．今後について

１．継続的なモニタリングの実施

２．下水道事業の住民への広報

今後も水質調査、3W運転のモニタリング等を継続して実施し、
対策効果の発現状況を確認

下水道や合流改善について市民へＰＲを行い、
事業への理解を広めていく

・市のHPへ合流改善事業について掲載（実施済）

・今後、事後評価結果についてもHPにて公表予定

・８月開催予定のイベント「上下水道フェア2016」
にて公表予定
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ご清聴ありがとうございました


